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＜連絡事項＞

· 8月俳句の締め切りが本日までとなっている。テーマは『終戦記念日』『終戦忌』『敗戦日』。作成したら担当の小松まで提出すること。

· 8/22（金）外来診察は、猪股Ｄｒ病欠の為、別のＤｒが代理で診察を行う。

· グループ内研修あり。

8/18（月）～8/19（火）『入院時の観察』17：30～

講師：東和弘SGM　　場所：病院2F会議室　　看護スタッフ対象

8/18（月）、8/22（金）『姿勢と動作について』17：30～

講師：赤坂真吾CW　場所：メンタルケア病棟3F　介護スタッフ対象

· 実習生デイケア体験予定

8/20（水）～8/21（木）ＳＷ　太田幸恵さん

8/27（水）～8/28（木）ＰＳＷ　木村圭祐さん

8/29（金）ＯＴ　長谷川雄一さん、斎藤智香さん、船水香那さん

＜外来情報＞

· 晴山　美智子様～体重99.4kg。食事内容チェックを記入して持参している。食事内容に変わりは

ないが、間食にコーヒー、スイカ、アイス等を多量に摂取している。お盆中はどこにも行かなかったとのこと。デイケアに通所しない理由については、母親の体調が心配だからと話されている。運動や気分転換のためにも通所はするように担当医より説明あり。

· 我満　奈津紀様～風邪気味で、現在は咽頭痛のみあるとのことで、カロナール処方となっている。

煙草は2日に1箱とのこと。お盆中8/13～8/14娘様が実家に帰省していた間、交際相手と会っていたとのこと。「今後も、こういう付き合い方になるのかな」と話されている。

· 本田　英之　様～午前中、祖母の看病に行っており、介護は大変だと話されている。2～3週間後

には退院になるとのこと。自身の就労に関しては、今月19日と22日に職場見学に行く予定。明日、ニュー八弁当に行くとのこと。意欲に関しては下がることはないと話されている。内服は変更せずに処方している。

＜利用者様情報＞

· 田中　　一　様～本日デイケア見学に来られている。週2回（水曜日、金曜日）の利用予定。指示

箋作成中。今週水曜日体験利用し、来週には正式利用に移行していく旨を本人様にも説明し、了承している。体験利用時の昼食については、実費負担でデイケアにて発注となる。

幻聴あり、自宅で無為に過ごしていても病状悪化に繋がるため、担当医よりデイケア利用を勧められている。利用に慣れてきたら徐々に通所日を増やしていく方針。幻聴・妄想について本人は、「アルカイダに狙われているので怖い気持ちはある」と話されているが、行動化する様子はない。また、「東京の病院で殴られたことがあるので、そういう人はいますか？」と確認することあり。利用者様は病状が安定し社会生活を送っている方であり、数年暴力行為のようなものは無かったこと、体験利用時にどのような人達か見てみるよう説明している。

· 秋山　和子　様～本日、連絡なくデイケア欠席している。自宅へ電話連絡したところ、お母様が

対応しており、本人が「デイケアには行きたくない」と話しているとのことで

欠席させたいと話されている。本人の最近の様子について尋ねると、寝てばかりであまり動かなとのこと。明日、母親様からも通所を勧めてみるとのこと。通所時、本人の様子観察を行っていく。

外来から情報あり、食後に嘔吐があるとのことで、先週の外来受診時に内服調整している。また、デイケアのメンバーが、本人様が入院していたことを知っていることを気にしているとの情報あり。

· 村上　サチ　様～本日、連絡無しにデイケア欠席している。先週土曜日15：00に訪問看護を行っ

ているが、その際も不在。実家の姉様からの情報では、土曜日の午前中から

13：00頃まで実家に本人が居たとのこと。本人宅に電話はない為、本日まで

連絡が取れない状態。当院ＰＳＷより、生活保護担当（第一連絡先）に連絡を

行っている。生活保護担当者は多忙のため、すぐには動けないが、時間が空いたら様子を見に行って下さるとのこと。ＰＳＷより、再度生活保護担当者に連絡することとしている。また、緊急時に迅速に対応できるよう、次回来所時に青明舎への登録を勧めてみることとしている。

· 川口　八寿子様～幸房利用について、「やっぱり食品を扱う場所なので利用したくない」と本人

より話があり、母親様も以前から利用には反対しているとのこと。今後の就労に関しては、職親利用を考えているとのことで、職親に関しては青明舎に相談すること、幸房も見学だけでもしてみたらどうかと説明している。また、「気分が上がっているうちに仕事に繋げたい」と話しており、そのような状態で就労すると、現実とのギャップを大きく感じてしまうため危険であること説明している。

· 種市　久子　様～本日、本人より2回架電あり、気分の高揚さ伺える。どちらも外出先から携帯を

使用してかけている様子。携帯所持に関して尋ねると、「借りた」「料金はかからないから大丈夫」と話されている。携帯所持に関しては、来所時に状況確認を行っていく。

· 種本　サハ　様～昨日就床前薬を飲み忘れたとのことで、昨晩は眠れず、本日来所後も不調訴え横

になって過ごしていること多い。昼食も1/2程度しか摂取せず。体調に合わせてプログラム参加を促すとともに、内服を確実に行うようアドバイスしていく。

· 下妻　康貴　様～先週金曜日、来所時に自分の発病の経緯についてスタッフに話をしている。どう

して話す気になったのか問うと、「〇〇さんなら入院した時から今まで一緒だから分かると思った」「たまには良いと思った」と話されている反面、「自分は病気についてあまり触れられたくない」と話されている。内服をすることに対して「怖い」とも感じることもあるとのことだが、「調子が良いから飲まなくていいと思うことがあるけど、怠薬して再発しているから、怠薬はしない」と話されている。また、中居美津子様よりお盆中も毎日電話が来るので、ストレスになっているとのこと。中居様の件に関しては、行き過ぎた行為がある場合はスタッフ側から注意を行っていく。

· 駒目　　翔　様～現在、気分の落ち込みや自傷行為はみられない。本人は、現在は調子が良いが、

いつも秋から冬にかけて気分の落ち込みが強いと話されている。担当医へ情報提供し、危険物所持のチェックに関して、本人の状態をみながら必要に応じて行ってもよいか確認していく。

＜ナイトケア事例検討＞

柳町　信之様（52）統合失調症

ナイトケア利用開始日：平成14年6月4日

本日の検討内容：治療計画の見直し

◎現在の治療計画

1 木曜日の外来受診時、スタッフが待合室まで会いに行き、生活状況を確認する。

2 対人関係のスキル向上、体力低下の予防の為にも、利用回数を増やしていく。

3 ナイトケアを欠席する際は、自分から連絡出来るように促していく。

〇現在の状態

· 毎週、定期的に外来受診には来られており、本人曰く内服は行っているとのこと。

· 「テレパシーで女性と会話し、王国を作る」「自立をしたいと思っている。スタッフや安ヶ平先生が自分のために動いてくれている」など妄想に左右された発言がきかれている。

· 「安ヶ平先生が靴屋を探すように、毎日同じ行動をするようにテレパシーで行ってくる」と話し、ほぼ毎日街に出かけているとのことで、行動化している部分もある。

· ナイトケア利用については、「自分の国を作るので忙しい」と話しており、1年近く来所していない状態（連絡もない）。

· 必要な買い物は出来ているとのこと。

· 2週間前より、スタッフ促しにて、外来受診後に青陽館にて入浴利用されている。先週も、自分から入浴道具を持って来所している。

◎今後の治療計画

1 外来受診後の入浴利用時、本人から話を聞き生活状況を確認する。（来所しない日は外来までスタッフが会いに行く）

2 入浴利用や、通所メンバー・スタッフとの交流などを通じて、現実的な関わりを増やして行く。










